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第３ 必要な外来医療機能及び対応方針                  

 

１ 地域の外来医療の状況  

（１）医療施設数及び従事医師数 

 医療施設数 

（箇所数） 

従事医師数 

（人） 

一般診療所 101 89 

病   院 25 235 

 

（２）外来診療施設数及び患者数 

 外来施設数 

（月平均数） 

通院外来施設数 

（月平均数） 

外来患者延数 

（回/月） 

通院外来患者延数 

（回/月） 

一般診療所 110 73 106,967 105,778 

病   院 49 26 90,247 89,738 

 

（３）時間外外来施設数及び患者数 

 時間外等外来施設数 

（月平均数） 

時間外等外来患者延数 

（回／月） 

一般診療所 59 2,255 

病   院 24 1,324 

 

（４）往診実施施設数及び在宅患者数 

 往診実施施設数

（月平均数） 

往診患者延数 

（回／月） 

在宅患者訪問診療実施

施設数（月平均数） 

在宅患者訪問診療

患者延数（回／月） 

一般診療所 24 81 13 1,108 

病   院 11 27 12 482 

 

（５）医療機器の配置・保有・活用状況 

 ＣＴ ＭＲＩ ＰＥＴ マンモ 

グラフィー 

放射線治療 

（体外照射） 

医療機器台数 
診療所 8 1 0 0 0 

病 院 24 13 2 5 1 

調整人口当たり台数 13.5 6.1 0.85 2.3 0.42 

人口10万人対台数 15.4 6.7 0.96 2.4 0.48 

年間稼働率 

（件数/1台） 

診療所 479 3,154 0 0 0 

病 院 1,901 1,862 613 500 2,601 

※ 北海道保健福祉部地域医療推進局地域医療課データ（令和５年４月１日時点） 
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２ 地域で不足する医療機能の現状・課題 

（１）一般診療所数及び一般診療所に勤務する医師の状況・課題 

（現状） 

ア 北網圏域における一般診療所数は、平成20年に100施設だったものが平成26年には107施設

まで増加しましたが、令和2年には101施設まで減少しています。また、一般診療所に勤務す

る医師数も平成22年に96人だったものが平成26年には99人まで増加しましたが、令和２年に

は89人に減少しています。 

 

【一般診療所数】                              （単位：箇所） 

圏域名 平成 20年 平成 23年 平成 26年 平成 29年 平成 30年 令和 2年 

全 国 99,083 99,547 100,461 101,471 102,105 102,612 

北海道 3,375 3,377 3,288 3,282 3,392 3,351 

北 網 100 106 107 104 106 101 

※ 医療施設調査（厚生労働省） 

 

【一般診療所医師数】                             （単位：人） 

圏域名 平成 22年 平成 24年 平成 26年 平成 28年 平成 30年 令和 2年 

全 国 99,465 100,544 101,884 102,457 103,836 107,226 

北海道 3,314 3,352 3,387 3,447 3,445 3,481 

北 網 96 98 99 94 96 89 

※ 医師・歯科医師・薬剤師調査（厚生労働省） 

 

イ 北網圏域における診療科別での医師数は次のとおりとなっています。 

 

【医療施設従事医師（一般診療所）の主たる診療科別医師数】         （単位：人） 

圏域名 年 総数 内科 呼吸器内科 循環器内科 消化器内科 

(胃腸内科) 

腎臓内科 神経内科 糖尿病内科 

(代謝内科) 

血液内科 

北網 
R2 89 35 0 5 3 0 0 0 0 

H28 94 34 1 6 5 0 0 0 0 

  皮膚科 アレルギー科 リウマチ科 小児科 精神科 心療内科 外科 呼吸器外科 心臓血管外科 

  5 0 0 6 1 1 5 0 0 

  8 0 0 8 0 1 3 0 0 

   乳腺外科 気管食道外科 消化器外科 

(胃腸外科) 

泌尿器科 肛門外科 脳神経外科 整形外科 眼科 

   0 0 0 2 0 1 7 8 

   0 0 0 2 0 1 8 7 

   耳鼻いんこう科 産婦人科 ﾘﾊﾋ ﾘ゙ﾃー ｼｮﾝ科 麻酔科 全科 その他 主たる診療科 

不詳 

不詳 

   4 4 0 0 0 1 1 0 

   4 4 0 0 0 1 1 0 

  ※ 医師・歯科医師・薬剤師調査（厚生労働省） 
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（課題） 

ア 一般診療所数は、平成 20年から平成 26年まで増加しましたが、令和２年にかけて減少し

ています。また、一般診療所に勤務する医師数も平成 22年から平成 26年まで増加しました

が、令和２年にかけて減少しています。 

イ 一般診療所に勤務する医師を主たる診療科目別でみると、内科、呼吸器内科、循環器内科

、消化器内科、小児科、整形外科など多くの診療科で減少しており、外科や眼科など一部の

診療科で増加していますが、外来医療機能の維持・確保が必要です。 

 

（２）初期救急医療に関する外来医療の状況・課題 

（現状） 

ア 北網圏域における初期救急医療体制は、管内の３医師会による在宅当番医制・休日夜間急

患センター及び救急告示病院により、医療体制を確保しています。 

 

  ・各医師会による在宅当番医制参加医療機関 

   北見医師会   17施設 

   美幌医師会   ８施設 

   網走医師会   ９施設          

※北見保健所・網走保健所調(令和６年４月１日現在) 

   ・休日夜間急患センター 

    北見市休日夜間急病センター 診療科目：(夜間)内科・小児科 (日・祝日等昼間)外科 

    網走市休日内科急病センター 診療科目：(日・祝日等昼間)内科 

 

（課題） 

ア 町内に１医療機関のみという地域があり、当該病院が24時間対応を行っている場合や、診

療時間内のみの対応というところもあり、単独では初期救急医療体制の確保が困難な町もあ

ります。 

イ 在宅当番医制において、協力医療機関の減少により、診療科目によっては、当番回数が増

え、医療機関の負担が増えている状況もあり、今後、在宅当番医制の維持が困難となること

が危惧されるため、受入体制の確保が重要です。 
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（３）在宅医療の提供状況・課題 

（現状） 

ア 北網圏域において、訪問診療を実施している病院・診療所は19施設で、人口10万人当たり

では9.2施設となっており、全道値の12.5施設、全国値の19.2施設を下回っています。 

イ 在宅看取りを実施している病院・診療所は8施設で、人口10万人当たり3.9施設となってお

り、全道値の3.0施設を上回っていますが、全国値の5.0施設を下回っています。 

 

【訪問診療等を実施する医療機関】                     （単位：箇所） 

圏域名 年 
訪問診療を実施する医療機関 看取りを実施する医療機関 

病院 診療所 小計 10万人当たり 病院 診療所 小計 10万人当たり 

全 国 
R2 2,973 20,187 23,160 19.1 708 5,335 6,043 5.0 

H29 2,702 20,167 22,869 18.3 583 4,729 5,312 4.3 

北海道 
R2 186 457 643 12.5 24 131 155 3.0 

H29 185 484 669 12.6 25 110 135 2.6 

北 網 
R2 9 10 19 9.2 3 5 8 3.9 

H29 7 11 18 8.3 3 6 9 4.1 

※ 医療施設調査（厚生労働省） 

     ※ 北海道保健統計年報（基礎人口） 

 

（課題） 

ア 訪問診療を実施している人口10万人当たりの病院・診療所数は、全国値・全道値よりも下

回っています。在宅見取りを実施している人口10万人当たりの病院・診療所数は、全道値で

は上回っているものの全国値を下回っており、今後、訪問診療の需要増加が見込まれるため

、在宅医療を実施する医療機関の設置促進は重要な課題です。また、入退院連携や日常の療

養支援など医療と介護の連携をさらに充実させていくことも必要です。 

 

 

３ 地域で不足する医療機能に対する今後の取組の方向性（地域の方針） 

(1) 一般診療所の医師確保に向け、各医師会等の関係団体と連携し、金融機関、医薬品・医療機

器卸売業者、薬局等、一般診療所の新規開業に関わりのある関係機関への情報発信等を行いま

す。 

(2) 市町が実施する初期救急医療の確保について、救急医療機関や救急車の適切な利用など、市

町・医師会及び消防機関等と連携し、救急に関する啓発を促進します。 

(3) 在宅医療・介護が必要な患者ニーズに対応できる仕組みを整備することを目指し、医師・歯

科医師・薬剤師・看護師・介護支援専門員など、地域の多職種により、広域的な課題解決策を

協議し、在宅医療の提供体制と療養支援体制の充実に努めます。 
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４ 医療機器の共同利用方針 

 医療機器の人口10万人対台数は次のとおりとなっており、全国値と比較するとＣＴ・ＭＲＩ・

ＰＥＴは上回っており、マンモグラフィー・放射線治療は下回っています。外来患者の流出を最

小限とするには、今後とも医療機器の維持・拡大及び共同利用を進めることが重要です。 

 

 【医療機器の人口当たり台数】 

圏域名 

人口 10万対台数（台/10万人） 

ＣＴ ＭＲＩ ＰＥＴ マンモ 

グラフィー 

放射線治療
（体外照射） 

全 国 11.5 5.7 0.47 3.4 0.82 

北海道 16.5 8.5 0.63 3.1 0.86 

北 網 15.4 6.7 0.96 2.4 0.48 

※ 平成29年医療施設調査及び平成29年度NDBデータ（厚生労働省） 

 

５ 紹介受診重点医療機関 

  なし 

 


